
































































































































































































































（1）社会見学（実習）型 〇 × × ×　ほとんどない
（2）純ボランティア型 △ × × 〇
労力提供による地域課題
の解決
（3）自主事業型 △ △ 〇 △
にぎやかし，労力提供，
サポーター
（4）「外の目」型 △ 〇 △ △
外部の目による気づき



















































































































































































































































































本章で述べる実習は，2013 年 9 月 15 日から 18 日までの 4日間，愛知県北設楽郡豊根村
で行われた地域連携教育の一試行である。参加した学生は，和歌山大学経済学部エキスパー






































































































































































































































































































































































非常に意味がある　　10 名 それなりに意味がある　7名 意味がない　　　　0名
という結果だった。
もとより実習に協力してくれた住民は，こうした実習に意味があると考えたから協力をし
てくれたので，このような結果はある意味では当然と言えるかもしれない。ただし，ふだん
は大学生の受け入れに参加しなかったり，住民の集まりにもよらなかったりする人たちも最
終的なプレゼンには多く参加していた。こうした人たちが相互につながる機会を提供できた
ことが大きな成果であった。
当初設定した 4つの課題―①地域課題の共有，②住民の主体的参加意欲を高める，③地域
内の横のネットワークを作る，④住民相互が納得できる解決策を作れる環境の創出―につい
ては，アンケートの回答から推測する限り，ある程度できたのではないかと考えられる。た
だし，これらの課題自体が大きなものであるため，それに向けたほんの些細な機会を提供し
たに過ぎないかもしれない。
第 4章　まとめ―今後のために―
これまで述べてきたように，「協働学習型」の地域連携教育は，学生にとっては非常に有
益な学習機会となることがわかった。また，地域の側にもささやかながら主体的な行動を引
き出せる効果が発生することもわかった。ただし，実際に住民の自主的で多発的な行動を持
続的に誘発できるかどうかは，今後の課題である。
今回の試行を通じて得られた成果をもとに，こうした「協働学習型」の地域連携教育をよ
り着実な成果に結びつけるために必要と思われる諸点を以下でまとめてみたい。
①事前に学習スキルや社会的スキルをある程度教えておくことで，協働学習型の地域連携教
育を効果的に行うことができる。
実習参加学生は，「ラーニングスキル演習」を通じてコミュニケーションスキルとクリティ
カルシンキングについて学び，「基礎演習」を通じてチームで活動するスキルを学んでいた。
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今回は，それを応用するという課題を明確に設定したことによって，何をすべきなのかを学
生が明確に認識することができていた。これらのスキルを習得済みの場合には，引率教員が
何もしなくても「協働学習」を学生主体で行うことができる。今回引率を行った筆者は，事
前の段取りや調整，課題や全体の行程の設定を行ったが，実習開始後はほとんど指示をする
こともなかったし，アドバイスや指導を行うこともなかった。
また，地域住民からのヒアリングにおける「傾聴」の大切さや，課題抽出・事業提案作成
の体系的なやり方を学んでいたことで，ある程度説得力のある事業プランの作成を行うこと
ができた。そもそも，こうしたスキルを用いずに「協働学習」を行うこと自体，かなり困難
な作業になる。ベーシックなコミュニケーションスキルやクリティカルシンキングを習得済
みであると，現場での協働学習の効果を非常に高めることができる。
この試行自体がカリキュラムへのアクティブラーニングの体系的な導入という課題を背景
に持って行われたのだが，地域連携教育もそうした通常カリキュラムとの体系的な位置づけ
をもって行われることで，有益な教育効果を発揮すると考えられる。
②地域との協働のあり方については，さらに検討する必要がある。
上記のとおり，学生の学習機会としては高い効果を得られたが，地域の側への成果につい
ては今後の検証を必要とする。アンケートでは肯定的な評価と，前向きが言葉を得ることが
できたが，それがさらに持続的に発展するかどうかは未知数である。特に，学生には「住民
がやってみようと思える事業の提案」という課題を課したが，実際の行動に結びつくかどう
かも今後の課題である。
地域の側への成果がすぐには確認できなかった理由は，ひとつには「実際の行動を引き出
す」という効果測定が難しい課題を設定してしまったという点にあるが，もうひとつには「協
働」と呼べる段階にまで十分な「交ぜ方」が出来なかった点にある。一部の地区では，地域
課題の共有や事業提案を住民も主体的に参加しながら行うことができた。こうした地区は，
地域の意欲もかなり高まっていくことが見て取れた。しかし，学生の活動が住民の意識と十
分にかみ合わなかった地区もある。そうした地区では，長期的には効果が期待できるものの，
実習直後には明確な変化の兆候を読み取りにくかった。「協働」の密度の違いによって，効
果に違いが表れるという点については確認することができたが，具体的な数値などを使って
比較することができなかった。
それゆえ，「協働」の成果を確実に引き出していくためには，効果的な「交ぜ方」につい
てさらに検討を行う必要があると考えられる。今回は，住民の側に実習の最終目的を伝えず
に行ったので，地域と課題の共有をしながら実習を進めたとは言えない。そうした環境の中
では，応分の成果が得られたと考えられるが，地域の側でも「協働学習」の意味を十分に理
解することで，「協働」のあり方がより効果的になるのではないかと考えられる。効果的な「交
178 和歌山大学経済学会『研究年報』第18号（2014年）
ぜ方」ができれば，さらに大きな成果が得られるかどうかを検証することは，今後の課題と
したい。
③地域の側の主体的な「協働学習」の活用が必要とされる。
上の点と関連して，もっとも大きな課題は，地域の側が協働学習の意味を理解して戦略的
に活用できるかどうかという点にある。すでに述べたように，協働学習型の地域連携教育が
地域の側にもたらす効果は，地域内でのコミュニケーションの質と意思決定の構造を変革す
ることで主体的な意欲と行動を住民の側に引き出す点にある。
大学側にとっても地域連携教育の意義を正しく設定してカリキュラム内に体系的に配置す
ることが重要であるように，地域にとっても大学との連携の意味を理解して戦略的に活用し
ていく視点が求められる。地域社会を活性化するために現在必要とされていることと，それ
を実現するために協働学習型地域連携教育にどのような効果が期待できるのかを理解して，
継続的な効果を生むような戦略的な連携教育を行っていくことが地域の側にも求められるこ
とになる。
学生は年々入れ替わるので，地域活性化の持続的な主体になることは想定しにくい。そう
であればこそ，学生を触媒にして地域住民の主体的な課題解決能力を高められるようにして
いくことは地域の側の課題である。地域連携教育をこれまでのような「丸投げ」「場所借り
（貸し）」のような連携教育ではなく，大学や学生と協働することでともに学び，ともに考え
るような学習コミュニティを創出するための有効な手段としていくことが現在の地域活性化
に必要とされている最重要課題なのである。
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